
光の反射・屈折・全反射の例

光の反射

全反射

光の屈折

反射の法則

入射光 反射光

入射角＝反射角

光の反射・屈折

凸レンズと像乱反射

鏡にうつる物体

実像ができる 虚像ができる（上下左右が同じ向き）（上下左右が逆向き）
光源が焦点に近づくほど実像の大きさは

大きくなりできる位置は焦点から遠くなる
レンズを通して見える大きな像。 実像も虚像もできない

例）カメラ、スクリーン　など

物体の表面

でこぼこした物体の表面では

光がいろいろな方向へ反射する。

全身をうつすには少なくとも

身長の半分の高さの鏡が必要

例）ルーペ、望遠鏡など

光源が焦点より外側 光源が焦点より内側 光源が焦点の上

像はできない

湖に映る富士山

光の反射

光の反射 光の屈折 光の屈折

全反射 全反射

合わせ鏡に映る無限ゴリラ
コップに水をいれると

浮かんで見える 10 円
水のはいったコップに

棒をいれるとずれて見える

水面に映って見える魚

下の現象は光の反射・屈折・全反射のどれによるものでしょう？

光ファイバー
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光の屈折空気⇒水
入射角＞屈折角

水中（ガラス中）などから空気中へななめに

進むとき、入射角がある程度大きくなると

光がすべて反射する現象。

水⇒空気
入射角＜屈折角
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音の大小と高低

振幅が大きいほど音は大きく、

振幅が小さいほど音は小さい

音の伝わり方

音の速さ

計算問題にチャレンジ

解答

・空気のような気体だけでなく液体や固体も音を伝える

・真空中では音は聞こえない

おんさの振動が空気をつたわり

もう一つのおんさもなる。

容器の中の空気をぬくと音が

聞こえにくくなる。

低くて大きい音 高くて小さい音

真空ポンプブザー

振動のはば
（振幅）

1回振動するの

にかかる時間

低くて小さい音 高くて大きい音

1秒間に振動する

回数を振動数という

振動数が多いほど音が高く

振動数が少ないほど音は低い

→

岸壁

図のように船が一定の速さ 4m/ 秒で岸壁にむかって進んでいます。

船から音を出した後岸壁にその音が反射して再び船上に聞こえる

までの時間を測定したら 6秒でした。音の速さが 340m/ 秒の時

再び音を聞いた時点での船と岸壁の距離は何ｍになるでしょう。

壁

図のように壁から離れた位置で音を出したところ、

音を出してから 3秒後に壁を反射して再び音が聞こえました。

音の速さを 340m/ 秒とするとき、壁との距離を

求めましょう。

Aさんと Bさんは６８０m離れています。

Bさんがギターを弾いてから 2秒後に Aさんに音が聞こえました。

この時、音が空気を伝わった速さは何ｍ/秒になるでしょう。

Aさん Bさん

壁

Aさんがマイクでさけんでから 1秒後に Bさんに聞こえ

さらにその 0.5 秒に壁に反射して再び Bさんに聞こえた。

音の速さが 340m/ 秒の時

Aさんと壁との距離を求めましょう。

Aさん Bさん
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この時、音が空気を伝わった速さは何ｍ/秒になるでしょう。

解答

340m×3秒＝1020m

1020m÷2＝510mとなり壁との距離は 510ｍとなる

解答

680m÷2秒＝340m/ 秒

よって 340m/ 秒となる
Aさん Bさん
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いろいろな力 力のはたらき

支点・力点・作用点

支点・・・力を支える点 力点・・・人が力を加える点 作用点・・・力がかかる（作用する）点
フックの法則

重力

垂直抗力

弾性力

摩擦力
物体が動く向き

ばねを伸ばす

+ +

元に戻ろうとする力

引きあう

反発する磁力

電気力

地球がその中心に
向かって物体を引く力。

反発する 引きあう

●

●

●

机や床に物体を置いたとき
それらが物体を押し返す力。

動いている物体に対して動く方向と
逆向きにはたらく力

変形した物体が元の形に
戻ろうとする力

磁石によってはたらく力

電気によってはたらく力

SN SN

S N

SN

+ －

① 物体の形を変える。

次の事柄は①②③のどのはたらきになるでしょう？

② 物体の運動の状態を変える。 ③ 物体を支える。

支点・力点・作用点

くぎぬき

てこ パンばさみ せんたくばさみ つめきり

せんぬき はさみ 和ばさみ

支点・・・力を支える点

力点・・・人が力を加える点

作用点・・・力がかかる（作用する）点

支点
支点

力点

作用点

支点

力点

作用点

支点
力点

作用点支点

力点

作用点

支点

力点

作用点

支点

力点

作用点 支点

力点

作用点支点

力点

作用点

ばねに力を加えてのばした時、ばねののびと力が比例する

フックの法則

・
・
・
・
・

フックの法則

表であらわすとこんな感じ

練習問題にチャレンジ！！

①2Nの力を加えると 3.0cmのびるばねに 500g

のおもりをつるすとばねは何 cmのびるでしょう

②　①のばねにおもりをつるしたところばねが

6cmのびた。つるしたおもりは何 gでしょう

グラフのばね Aとばね Bに

600g のおもりをつるしたとき

ばね Aとばね Bののびの

差は何 cmになるでしょう

③100g の物体をつるしたときの長さが 20cm

200g の物体をつるしたときの長さが 24cmの

ばねがある。このばねに何もつるしていないとき

の長さは何 cmでしょう

④　③のばねに 400g のおもりをつるすとばね

は何 cmになるでしょう

⑤　
ばねA　

ばね B

グラフであらわすとこんな感じ

力の大きさ (N)

表もグラフも

読めるようにねー
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１N（ニュートン）は

100g の物体にはたらく重力

の大きさにほぼ等しいよ
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平らな火山 円すい形の火山 ドーム状の火山

マグマのねばりけ

噴火の様子

固まった溶岩の色

弱い 強い

おだやか はげしい

黒っぽい 白っぽい

キラウエア 浅間山
マウナロア

富士山 有珠山 昭和新山

雲仙普賢岳桜島

（うすざん）

（うんぜんふげんだけ）

火山の形と噴火の様子

火山のいろいろ
火山噴出物

石英

石英

長石

黒っぽい 白っぽい

長石

無色か少し色づいた

透明。不規則に割れる
黒色。決まった方向に

うすくはがれる。
緑黒色。

長い柱状の形

暗緑色。

短い柱状の形

緑褐色。不規則な

小さい粒 黒色。磁石につく
白色か灰色。

決まった方向に割れる

桜島　富士山　など 雲仙普賢岳　昭和新山などキラウエア　マウナロアなど

磁鉄鉱
くろうんも

うんぜんふげんだけ

りゅうもんげんぶ あんざん

せんりょく かこう

しょうわしんざん

きせきかく せき じてっこう

無色鉱物 有色鉱物

火山灰の中に含まれる主な鉱物

火山ガス
火山弾
火山灰

溶岩 など

火山ガス：主な成分は水蒸気。二酸化炭素、二酸化硫黄、硫化水素等も含む

火山の形と噴火のようす

火成岩の分類

玄武岩 安山岩 流紋岩

はんれい岩 閃緑岩 花崗岩

平らな火山 円すい形の火山 ドーム状の火山

マグマのねばりけ

噴火の様子

固まった溶岩の色

弱い 強い

おだやか はげしい

黒っぽい 白っぽい

キラウエア 浅間山
マウナロア

富士山 有珠山 昭和新山

雲仙普賢岳桜島

（うすざん）

（うんぜんふげんだけ）

火山の形と噴火の様子

地表付近で急に

冷えて固まったもの

比較的大きなものから

かたちがわからないくらい

小さいものも集まっている

比較的大きな鉱物が

あつまっている

地下でゆっくり冷えて

固まったもの

カンラン石

カンラン石

輝石

輝石

角セン石

角セン石

黒雲母

黒雲母

のもたっま固てえ冷てきて出に表地がマグマ： 岩溶

粒の物鉱や石岩いか細の下以 mm2 径直るくて出てっよに火噴 ： 灰山火

のもたっま固で中空がマグマに時火噴 ： 弾山火



世界のプレート 示準化石

示相化石

堆積岩

堆積した当時の環境がわかる化石



溶質と溶媒と溶液 ろ過のしかた

物質が水にとける様子

ろ過のしかた

半分に折る

開く

洗浄びん

もう一度

半分に折る

水でろうとと

ろ紙を密着させる

→

→

←
ガラス棒

ろうと

ろうと台

ろうとのあしのとがった方を

ビーカーのかべにつける。

液はガラス棒を伝わらせて入れ

ろ紙の８分目以上いれない

ガラス棒はろ紙が破れ

ないよう紙がかさなって

いるところにあてる

ろ紙

×100
×100

10×100 ×100 ×0.06200
ろ過のしかた

液はガラス棒を伝わらせて入れ

ろ紙の８分目以上いれない

ガラス棒はろ紙が破れ

ないよう紙がかさなって

コーヒーシュガー（砂糖）

物質が水にとけるようす

どの部分も同じ濃さ 白くにごり時間が経つと

底にしずむ

スライドガラス

水を蒸発させたあと砂糖が残る

目に見えなくなっても

砂糖は水に存在している。

目に見えないほど小さく

ばらばらになっている。

水を蒸発させたあと何も残らない

ろ過した液

スライドガラス

混ぜて一晩おいたようす

デンプン コーヒーシュガー（砂糖） デンプン

ろ過した後のようす

ろ過した液

砂糖は水にとけるがデンプンは水にとけない 砂糖はろ紙のあなをとおりぬけるがデンプンはとおりぬけない

コーヒーシュガー（砂糖）

物質が水にとけるようす

どの部分も同じ濃さ 白くにごり時間が経つと

底にしずむ

スライドガラス

水を蒸発させたあと砂糖が残る

目に見えなくなっても

砂糖は水に存在している。

目に見えないほど小さく

ばらばらになっている。

水を蒸発させたあと何も残らない

ろ過した液

スライドガラス

混ぜて一晩おいたようす

デンプン コーヒーシュガー（砂糖） デンプン

ろ過した後のようす

ろ過した液

砂糖は水にとけるがデンプンは水にとけない 砂糖はろ紙のあなをとおりぬけるがデンプンはとおりぬけない
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